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先日、ある勉強会でご一緒しているＡさんと
食事をしました。
Ａさんは会社でマネジャー職についていて、き

りっとした、まさにキャリアウーマンという感じ
のかっこいい女性です。さて、その勉強会は電
話会議でしていますから、Ａさんとは声だけのや
りとりでした。月に二回ほどの勉強会ですが、
話している内容はとても密度が濃く、その期間
の中で、私は結構Ａさんのことを知ったつもり
になっていました。
しかし、はじめて顔をあわせて話をしてみる

と、でてくること、でてくること、「えーっ、Ａ
さんってそういう人だったの！」ということが。
たとえば、
えーっ、そんな部活動していたの！
えーっ、｢嵐」のファンなの！
えーっ、もうすぐ結婚するの！
えーっ、転職考えているの！
えーっ、そういう夢、もってるんだ！
もう『！』のオンパレードです。Ａさんの内側

にはたくさんの魅力が潜んでいて、それらが気づ
いてよ、といわんばかりに輝いていました。
私、今までＡさんにレッテル貼りしていたわ。

Ａさんは「仕事中心のきっちりした人」だって。
しかもしっかり「のり付け」していました。
はたと周囲を見わたしてみると、私たちって、

結構、身近な人にこの「レッテル貼り」をしてい
ませんか？
「この人は気がきかない。」
「この人はどうせ人の話を聴かない。」
「また間違うにきまっている。」
「この仕事は彼（彼女）には難しすぎる。どう
せできないだろう。」
「まったく、この人は集中力がないんだよな
あ。」などなど。
このように私たちの心の声はすごいスピードで

話しています。それはもう無意識レベルですか

ら、ちょっとやそっとでこのおしゃべりをとめる
ことはできません。
さて、会社員だった頃、こんな場面にあいま

した。
若手社員のＢさんは異動してきたばかり。は

じめて担当する仕事にかなり面食らっていて、
うっかりミスが何回か続いていました。といって
も、それはＢさんの能力が問題なのではなく、
慣れていないだけ。仕事の段取りを確認しあい、
同じミスをしないための対応策を二人で話し合
う時間をとっていくにつれ、沈みがちだったＢさ
んの表情も次第に晴れてきました。
「話を聴いてくださってありがとうございま
す！」
と晴れ晴れとした声で私に話しかけた、まさ

にその直後です。営業から戻ってきた上司がデ
スクに鞄を置くやいなや、「まったくＢはなあ、
注意力散漫なんだよ。だめだなあ。」と言い放っ
たのでした。再びうなだれるＢさん…。私も状況
をちゃんと上司に伝えればよかったのですが、当
時の私は、その上司の言葉をのみこむしかでき
なかったのでした。
昨年、数年ぶりにＢさんに再会することが

あって、その時のことを思い切って尋ねてみる
と、「あれは悔しかったなあ。決めつけられて。
あの上司も決して悪い人じゃないんだけど、人
のやる気をなくすことにかけては長けていたよ。
だから、俺は絶対部下にはああいう態度はとら
なかったけどね。」と。
相手への評価、それを「レッテル貼り」しない

で、せめてポストイットにかえてみましょう！
「あの人はこういう人」と、相手をすべて知った
つもりになっているところから、自分を解放して
みましょう！
人はおのずとそういう姿勢をもっている人に、

安心感をおぼえ、その人のもとで存分に能力を
発揮していくのだと思います。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その36　その人を知ったつもりにならないで
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